
　
今
年
の
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
パッ
ケ
ー
ジ
旅
行

部
門
の
栄
冠
に
輝
い
た
エ
ー
ア
ン
ド
エ
ー
の「
タ
イ

北
部
チ
ェ
ン
マ
イ
の
旅
」。ツ
ア
ー
の
テ
ー
マ
で
あ
る

ロ
イ
ク
ラ
ト
ン
祭
り
と
コ
ム
ロ
ー
イ
上
げ
に
象
徴
さ

れ
る
伝
統
文
化
や
歴
史
、自
然
な
ど
タ
イ
北
部
の

奥
深
い
魅
力
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
性
的
な
文
化
と
豊
か
な
自
然
が
彩
る
エ
リ
ア

　
タ
イ
北
部
地
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
影
響

を
受
け
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
個
性
的
な
文
化
と
、

山
岳
地
帯
の
豊
か
な
自
然
に
彩
ら
れ
た
エ
リ
ア
と

し
て
、根
強
い
人
気
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
北
方
の
バ
ラ
」と
呼
ば
れ
る
タ
イ
第
2
の
都

市・チェンマ
イ
や
、ラ
オ
ス・ミ
ャンマ
ー
と
の
国
境
が

接
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン・ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ルへの
拠
点
で

も
あ
る
古
都・チェン
ラ
イ
に
は
、13
世
紀
に
建
国

さ
れ
た「
ラ
ン
ナ
ー
王
国
」以
来
の
7
0
0
年
以

上
に
及
ぶ
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

1
2
0
に
も
及
ぶ
寺
院
が
あ
る
チェンマ
イ
は

タ
イ
で
も
有
数
の
信
仰
の
場
で
あ
り
、時
代
に
よっ

て
変
化
し
て
き
た
様
式
の
変
化
を
確
認
し
な
が

ら
、開
運
や
ご
利
益
を
願
う
旧
寺
め
ぐ
り
も
楽
し

め
ま
す
。チェンマ
イ
の
郊
外
に
は
長
閑
な
山
村
の

風
景
が
広
が
り
、象
と
触
れ
合
え
る
エレ
ファン
ト・

キ
ャン
プ
で
は
、象
の
背
に
乗って
川
を
渡
り
、起
伏

の
あ
る
山
道
を
散
策
す
る
ト
レッ
キ
ン
グ
も
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

国
境
に
近
い
タ
イ
の
北
部
地
方
に
は
、21
部
族

の
約
50
万
人
に
及
ぶ
山
岳
民
族
が
暮
ら
し
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
文
化
や
言
語
、宗
教
、民

族
衣
装
を
持
つ
各
部
族
の
村
々
を
訪
れ
る
現
地

旅
行
会
社
のツ
ア
ー
も
催
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
の
生
活
体
験
と
工
房
で
の
制
作
体
験

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
に
よ
る
と
、現
在
、チ
ェ

ン
マ
イ
を
中
心
と
す
る
タ
イ
北
部
に
は
、約

3
0
0
0
人
も
の
日
本
人
が
長
期
滞
在
を
し
て

お
り
、こ
の
地
域
の
風
土
や
文
化
が
日
本
人
に
馴

染
み
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語って
い
ま
す
。

　
チェンマ
イ
市
内
に
は
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
市

場
が
あ
り
、地
元
な
ら
で
は
の
生
活
用
品
や
食
料

品
が
豊
富
に
揃
って
い
る
の
で
、旅
行
者
に
とって

も
、値
段
交
渉
次
第
で
割
安
に
購
入
で
き
る
ナ
イ

ト
バ
ザ
ー
ル
や
週
末
のマ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り
出
し
物

を
見
つ
け
る
の
も
楽
し
み
の一つで
す
。

　
チェンマ
イ
で
は
、夕
方
に
な
る
と
チ
ャン
ク
ラ
ン

通
り
に
地
元
の
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
工
芸
品
や

山
岳
少
数
民
族
に
よ
る
工
芸
品
が
並
び
、チェン
ラ

イ
で
も
、バス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
で
毎
晩
真
夜
中
近

く
ま
で
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
北
部
地
方
で
は
、手
先
の
器
用
な
民
族
性

を
活
か
し
た
質
の
高
い
伝
統
的
な
手
工
芸
技
術

が
今
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、特
に
、タ
イ
シ
ル
ク

や
コッ
ト
ン
、木
彫
り
、漆
器
、陶
磁
器
、銀
製
品
な

ど
が
有
名
で
す
。工
房
の
中
に
は
、制
作
工
程
を

見
学
す
る
だ
け
で
な
く
、実
際
に
制
作
体
験
を
楽

し
め
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、日
本
か
ら
の
旅
行
者
の

間
で
も
人
気
が
高
まって
い
ま
す
。

タイ北 部

ラクダに乗ってサハラ砂漠をゆく

タイの北部地方には21もの山岳民
族が暮らし、独自の文化や言語、宗
教を維持しています（写真はヤオ族）

チェンマイの大本山「ドイ・ス
テープ」。1383年に建立され
た大寺院は、今も人々の篤い信
仰を集めています

チェンライ近郊に広がる美しい棚
田の田園風景

チェンライ出身のアーティストが仏教や
神話をモチーフにデザインした白亜の
寺院「ワット・ロンクン」

チェンマイ市街地の
ショップには、シルバー
などの伝統工芸品も
揃っています

自然に囲まれたチェンマイでは、
郊外のエレファント・キャンプで象
と触れ合うこともできます

王
朝
文
化
が
織
り
成
す
７
０
０
年
の
古
都

伝
統
の
祭
り
や
山
岳
地
帯
の
奥
深
い
魅
力
も
人
気
に

何万ものコムローイ（熱気
球）が一斉に夜空へ放たれ
る光景は圧巻です
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